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令和５年第４回鬼北町議会定例会 

                         令和５年１２月１４日（木曜日） 

 

○議事日程 

 令和５年１２月１４日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 諸般の報告 

 日 程 第 ３ 議案第８２号 鬼北町道路線の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第８４号 令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第１号） 

              について 

 日 程 第 ５ 議案第８５号 令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号）について 

 日 程 第 ６ 議案第８６号 令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

              （第２号）について 

 日 程 第 ７ 議案第８７号 令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

              について 

 日 程 第 ８ 議案第８８号 令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 日 程 第 ９ 議案第８９号 令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につ 

              いて 

 日程第１０ 議案第９０号 愛媛県市町総合事務組合の規約の変更について 

 日程第１１ 議案第９１号 愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの 

              脱退に伴う財産処分について 

 日程第１２ 議案第９２号 町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定について 

 日程第１３ 議案第９３号 工事変更請負契約（映像系光送出設備更新工事）の締結 

              について 

 日程第１４ 議案第９４号 令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第６号）について 

 日程第１５ 議案第９５号 令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）につ 

              いて 

 日程第１６        議会改革特別委員会調査最終報告について 

 日程第１７        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 

              ついて 
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 日程第１８        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１９        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第２０        議会広報常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第２１        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

 

○本日の会議に付した事件 

 日 程 第 ３ 議案第８２号 鬼北町道路線の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第８４号 令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第１号） 

              について 

 日 程 第 ５ 議案第８５号 令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号）について 

 日 程 第 ６ 議案第８６号 令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

              （第２号）について 

 日 程 第 ７ 議案第８７号 令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

              について 

 日 程 第 ８ 議案第８８号 令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 日 程 第 ９ 議案第８９号 令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につ 

              いて 

 日程第１０ 議案第９０号 愛媛県市町総合事務組合の規約の変更について 

 日程第１１ 議案第９１号 愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの 

              脱退に伴う財産処分について 

 日程第１２ 議案第９２号 町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定について 

 日程第１３ 議案第９３号 工事変更請負契約（映像系光送出設備更新工事）の締結 

              について 

 日程第１４ 議案第９４号 令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第６号）について 

 日程第１５ 議案第９５号 令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）につ 

              いて 

 日程第１６        議会改革特別委員会調査最終報告について 

 日程第１７        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 
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              ついて 

 日程第１８        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１９        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第２０        議会広報常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第２１        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 坂 本 一 仁      ２番 兵 頭   稔 

    ３番 髙 橋 聖 子      ４番 中 山 定 則 

    ５番 山 本 博 士      ６番 赤 松 俊 二 

    ７番 松 下 純 次      ８番 芝   照 雄 

    ９番 福 原 良 夫     １０番 松 浦   司 

   １１番 末 廣   啓     １２番 程 内   覺 

 

○欠席議員（０名） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 都   浩 明   書 記 伊 藤 夏 美 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 井 上 建 司 

 企 画 振 興 課 長 小 川 秀 樹   総 務 財 政 課 長 水 野 博 光 

 危 機 管 理 課 長 芝   達 雄   町 民 生 活 課 長 善 家 直 邦 

 保 健 介 護 課 長 那 須 周 造   環 境 保 全 課 長 森     明 

 農 林 課 長 奥 藤 幸 利   森 林 対 策 室 長 東   英 範 

 建 設 課 長 上 田   司   水 道 課 長 上 田   司 

 日 吉 支 所 長 山 本 雄 大   会 計 管 理 者 古 谷 忠 志 

 教 育 長 行 定 洋 嗣   教 育 課 長 谷 口 浩 司 

 農業委員会会長 谷 口 雄 記   農業委員会事務局長 奥 藤 幸 利 

 代 表 監 査 委 員 田 中 清 志 
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○副議長（末廣 啓君） 

  起立。 

  礼。 

○議長（程内 覺君） 

  改めまして、おはようございます。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（程内 覺君） 

  本日の議事日程は、先に配付しました別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えますので、各位の御協力をお願いいたします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、７番、松

下純次議員、８番、芝照雄議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件説明のため出席を求め

ているものを報告します。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

  日程第３、議案第８２号、鬼北町道路線の認定についてを議題とします。 

  本案に関し、総務産業建設常任委員会委員長から、審査結果の報告を受けます。 

○総務産業建設常任委員会委員長（芝 照雄君） 

  改めて、おはようございます。 

  それでは、総務産業建設常任委員会報告書、令和５年１２月８日、本会議で総務産

業建設常任委員会に付託を受けました議案第８２号、鬼北町道路線の認定についての

審査を行いましたので、その経過と結果を報告します。 
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  本件につきましては、１２月１３日に全委員が出席し、建設課長及び担当者の出席

を求め、慎重に審査を行いました。 

  まず、建設課長から、認定の説明を受け、その後、現地調査を行いました。 

  現地では、路線について踏査を行い、詳細な説明を基に、路線の起点・終点・幅員

等を確認しました。 

  現地調査後、委員会を再開し、質疑・討論を行いましたが、特に異論はなく、議案

第８２号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。 

○議長（程内 覺君） 

  これから委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８２号、鬼北町道路線の認定についてを採決します。 

  本案に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 

  本案は、委員長報告とおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８２号は委員長報告のとおり可決されました。 

 

  日程第４、議案第８４号、令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  日程第４、議案第８４号、令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第１号）

について、提案理由の説明をいたします。 

  歳出につきましては、文書作業費のほか、諸支出金を追加補正し、歳入につきまし

ては、文書作業収入のほか、繰越金を追加補正いたしております。 

  この結果、歳入歳出それぞれ９３万４,０００円を追加し、予算の総額を１,８２８

万８,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたします。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  議案第８４号、用品調達特別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。 

  はじめに歳出予算から説明いたしますので、予算書６ページをお開きください。 

  ２款、１項、１目、文書作業費、１０節、消耗品費７４万円は、各種イベント等が

再開されたこと等により、コピー使用料等の増加によるものであります。 

  ３款、１項、１目、諸費、２７節、一般会計繰出金１９万４,０００円は、歳入の

前年度繰越金同額を一般会計に繰り出すものであります。 

  続いて、歳入を説明いたしますので、５ページをお開きください。 

  ２款、１項、１目、文書作業収入、１節、文書作業収入７４万円は、歳出同額を計

上するものであります。 

  ３款、１項、１目、繰越金、１節、前年度繰越金１９万４,０００円は、前年度の

繰越金を計上するものであります。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 
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  討論なしと認めます。 

  これから議案第８４号、令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８４号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第５、議案第８５号、令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第５、議案第８５号、令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について、提案理由の説明をいたします。 

  歳出につきましては、人事院勧告に伴う人件費の調整のほか、財政調整基金積立金

及び償還金を追加補正し、歳入につきましては、一般会計繰入金、繰越金等を追加補

正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１,２８６万９,０００円を追加し、予算の総額を１３

億９,３８０万４,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、町民生活課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  それでは、議案第８５号、令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について御説明をいたします。 

  はじめに歳出予算から説明いたしますので、予算書６ページをご覧ください。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、人事院勧告に伴い人件費を２０１万７,０００

円増額するものです。 

  次に、６款、１項、１目、特定健康診査等事業費は、人事院勧告に伴い５万９,０

００円を増額するものであります。 

  次に、７款、１項、１目、財政調整基金積立金は、５０７万８,０００円を増額す

るもので、前年度繰越金の確定により、剰余金として基金に積み立てを予定している
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ものであります。 

  次に、９款、１項、２目、償還金は、５７１万５,０００円を増額するもので、過

年度の療養給付費等負担金及び特定健康診査事業費等の保健事業費が確定及び変更し

たことに伴い、交付された補助金等の超過分を返還するため、計上するものでありま

す。 

  続きまして、歳入予算について説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  ３款、１項、３目、社会保障税番号制度システム整備費等補助金は、２万２,００

０円を計上するもので、マイナンバーカード、健康保険証の一体化に伴う周知支援事

業として、啓発チラシの印刷費用に対して補助金を交付することから、その費用分を

計上するものであります。 

  ６款、１項、１目、一般会計繰入金は、人事院勧告に伴い、職員給与費等を１９９

万５,０００円増額するものであります。 

  次に、７款、１項、１目、その他繰越金は、前年度決算に伴う繰越金の確定により、

７１８万５,０００円を増額するものです。 

  次に、８款、３項、６目、雑入は、３６６万７,０００円を増額するもので、令和

４年度国民健康保険保険給付費及び普通交付金の確定に伴い、愛媛県国民健康保険団

体連合会へ支払った保険給付費過払い分の返還を受けることから計上するものであり

ます。 

  続きまして、給与費明細書について説明いたしますので、７ページをご覧ください。 

  一般職総括表比較欄をご覧ください。 

  給料１０２万円、職員手当６３万１,０００円、共済費２８万９,０００円、それぞ

れ人事院勧告に伴い、職員給与費等を増額するものです。なお、その内訳については、

お目通しください。 

  次に、１０ページ、給料及び職員手当の増減額の明細につきましては、一般会計に

準じて作成しておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 
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  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８５号、令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算(第１号)

についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８５号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第６、議案第８６号、令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第６、議案第８６号、令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第２号）について、提案理由の説明をいたします。 

  歳出につきましては、人事院勧告に伴う人件費の調整を行い、歳入につきましては、

繰越金を追加補正し、一般会計繰入金について減額補正といたしております。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１３８万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を１億７,４７８万９,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、保健介護課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  それでは、議案第８６号、令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第２号）について御説明をいたします。 

  はじめに歳出予算から説明をいたしますので、予算書６ページをご覧ください。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、２節、給料を５９万９,０００円、３節、職員

手当等を５２万円、４節、共済費を１８万２,０００円、１８節、負担金補助及び交
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付金の退職手当組合負担金等を８万６,０００円、それぞれ増額するもので、いずれ

も人事院勧告等に伴う人件費等の調整によるものでございます。 

  続きまして、歳入予算を説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  ４款、１項、１目、他会計繰入金は、１０５万８,０００円を減額補正し、補正後

の額を３,６７０万３,０００円とするもので、歳出の人事院勧告等に伴う人件費及び

歳入の繰越金の確定に伴い、一般会計からの繰入れを調整するものでございます。 

  次に、５款、１項、１目、繰越金は、前年度からの決算剰余金確定に伴い、２４４

万５,０００円を増額するものでございます。 

  続きまして、給与費明細書について説明をいたしますので、７ページをご覧くださ

い。 

  一般職総括比較欄をご覧ください。 

  給料５９万９,０００円、職員手当５２万円、共済費１８万２,０００円、それぞれ

増額をするもので、人事院勧告等に伴う人件費の調整によるものです。なお、その内

訳につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  次に、１０ページ、給料及び職員手当の増減額の明細については、一般会計に準じ

て作成をいたしておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８６号、令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第２号）についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８６号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第７、議案第８７号、令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第７、議案第８７号、令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号）

について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事院勧告に伴う人件費の

調整のほか、保険給付費を減額補正、地域支援事業を追加補正し、歳入につきまして

は、国庫支出金を追加補正するとともに、繰入金について減額補正といたしておりま

す。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１,２７９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１７

億２,３６２万１,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、保健介護課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○保健介護課長（那須周造君） 

  議案第８７号、令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号）について御

説明をいたします。 

  歳出から御説明をいたしますので、７ページをお開きください。 

  １款、１項、１目、一般管理費につきましては、１４万３,０００円を増額補正し、

補正後の額を２,０８０万３,０００円とするものです。補正の主な理由は、人事院勧

告による人件費等でありまして、２節、給料、３節、職員手当等、４節、共済費、１

８節、負担金補助及び交付金を補正いたしております。 

  同款、３項、１目、介護認定審査会費につきましては、人事院勧告により人件費等

を２２万７,０００円増額補正をするものでございます。 

  同項、２目、認定調査費につきましても、人事院勧告により人件費等調整で１８万

円増額補正をするものでございます。 

  ７ページ、２款、１項、介護サービス等諸費から、８ページまでの同款、２項、介
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護予防サービス等諸費につきましては、それぞれの項目について、決算見込みにより

不足する見込みの額を増額補正、または不用額が生じる見込みのものについては、減

額補正をするものでございます。 

  ３款、１項、１目、一般介護予防事業費につきましては、産休による代替職員、パ

ートタイム会計年度任用職員１名の新規雇用及び人事院勧告等による人件費等調整で

８２万４,０００円を増額補正するものでございます。 

  同款、２項、１目、包括的支援事業費につきましては、人事院勧告に伴う人件費等

の調整により３３万６,０００円を増額しております。 

  続きまして、歳入について説明をいたしますので、５ページをご覧ください。 

  今回の歳入補正につきましては、歳出の補正に伴います事業の確定及び決算見込み

による補正が主な要因でございます。 

  主なものを説明いたします。 

  ４款、１項、国庫負担金、同款、２項、国庫補助金につきましては、保険給付費等

の決算見込みにより所要の額を補正するものであります。 

  次に、６款、１項、県負担金、同款、２項、県補助金につきましても、保険給付費

等の決算見込みにより所要の額を補正するものでございます。 

  ６ページに移りまして、８款、１項、一般会計繰入金につきましては、１０９万５,

０００円を減額し、補正後の額を２億８,１２８万１,０００円とするもので、歳入歳

出の決算見込みにより補正をするものでございます。 

  ８款、２項、基金繰入金につきましては、１,８２４万１,０００円を減額し、補正

後の額を１,１４６万４,０００円とするもので、歳入歳出の決算見込みにより不足額

を基金から取り崩しをするものでございます。 

  次に、給与費明細について説明をいたしますので、９ページをお開きください。 

  比較の欄で説明をさせていただきます。 

  ２、一般職、（１）総括の職員数については、パートタイム会計年度任用職員１名

の増、報酬については７５万７,０００円の増額、給料については４０万７,０００円

の増額、職員手当については３５万円の増額、計１５１万４,０００円の増額でござ

います。 

  増の主な要因は、人事院勧告に伴う人件費の調整及びパートタイム会計年度任用職

員の新規雇用によるものです。職員手当の内訳につきましては、内訳表をお目通しく

ださい。共済費については１０万９,０００円の増額、合計１６２万３,０００円の増

額でございます。 
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  １２ページ以降につきましては、一般会計に準じて作成をいたしておりますので、

説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８７号、令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第２号）に

ついてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８７号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第８、議案第８８号、令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第８、議案第８８号、令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事院勧告に伴う人件費の

調整のほか、広域連合納付金を追加補正し、歳入につきましては、繰入金、繰越金に

ついて追加補正するものであります。 
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  この結果、歳入歳出それぞれ４３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億９,

２７６万５,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、町民生活課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  それでは、議案第８８号、令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）について御説明をいたします。 

  はじめに歳出予算から説明いたしますので、予算書６ページをご覧ください。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、人事院勧告に伴い人件費を３５万円増額するも

のです。 

  次に、２款、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金は、１８節、負担金補助

及び交付金を３９５万円増額するもので、愛媛県後期高齢者医療広域連合に納付する

保険料等負担金徴収実績分を決算見込額に基づき調整するものであります。 

  続きまして、歳入予算について説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  ３款、１項、１目、一般会計繰入金は、３５万円増額するもので、続いて、４款、

１項、１目、繰越金は、前年度繰越金が確定したため、３９５万円を増額するもので

あります。 

  続きまして、給与費明細書について説明いたしますので、７ページをご覧ください。 

  一般職総括表比較欄をご覧ください。 

  給料２６万３,０００円、職員手当６万円、共済費１万８,０００円、それぞれ人事

院勧告に伴い、職員給与費等を増額するものです。なお、その内訳についてはお目通

しください。 

  次に、８ページ、給料及び職員手当の増減額の明細につきましては、一般会計に準

じて作成しておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 
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  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８８号、令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８８号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第９、議案第８９号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第９、議案第８９号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて、提案理由の説明をいたします。 

  収益的収入及び支出のうち、支出につきましては、営業費用を追加補正いたしてお

ります。 

  この結果、収益的支出を４９万３,０００円追加し、収益的支出の予定額を３億３,

３３９万１,０００円とするものであります。 

  また、資本的収入及び支出のうち、支出について建設改良費を追加補正し、この結

果、資本的支出を５,２４０万６,０００円追加し、予定額を８億５,１３５万３,００

０円とするものであります。 

  詳細につきましては、水道課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  それでは、議案第８９号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて説明いたします。 

  補正予算書に基づいて説明いたしますので、９ページをお開きください。 
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  収益的収入及び支出のうち、支出について、１款、１項、１目、配水及び給水費に

ついて、１３万９,０００円を増額し、補正後の額を７,４７８万６,０００円とする

ものであります。人事院勧告、会計間異動に伴う人件費の調整額となっております。 

  １０ページをお開きください。 

  １款、１項、２目、総係費について３５万４,０００円を増額し、補正後の額を２,

３３１万４,０００円とするものであります。これにつきましても、人事院勧告、会

計間異動に伴う人件費の調整額でございます。 

  ８ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出のうち、収入について説明いたします。 

  １款、１項、３目、その他の営業収益について１２９万円を増額し、補正後の額を

１６７万円とするものであります。これにつきましては、広見川広域河川改修工事に

伴う配水管の移転費の保証金でございます。 

  １款、３項、１目、過年度損益修正益について９３万４,０００円を増額し、補正

後の額を９５万４,０００円とするものであります。これにつきましては、大藤減圧

弁の不具合で破損した水道設備被害補償費の保険金でございます。 

  １２ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出のうち、支出について説明いたします。 

  １款、１項、１目、配水設備改良費につきましては、５,２４０万６,０００円を増

額し、補正後の額を６億３,３１５万９,０００円とするものであります。 

  水道関係予算執行について、現行の厚生労働省から、来年度からは国土交通省への

移管となります。今回追加要望をしておきませんと、来年度当初予算では大幅な予算

減となる可能性が予想されますので、２０節、工事請負費について５,２６５万７,０

００円を増額、また、人事院勧告、会計間異動に伴う人件費の調整額として２５万１,

０００円を減額するものでございます。 

  １１ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出のうち、収入について説明いたします。 

  １款、１項、１目、企業債について４,２００万円を増額し、補正後の額を５億５,

０６０万円。 

  １款、２項、１目、国庫補助金について１,１０６万円を増額し、補正後の額を５,

１９５万１,０００円とするものです。これにつきましては、先ほど説明いたしまし

た配水設備改良費の財源でございます。 

  続きまして、１３ページになりますが、キャッシュ・フロー計算書につきましては、
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補正予算に伴います現金の流れについて算定しておりますので、お目通しをお願いい

たします。 

  次に、１ページをお開きください。 

  第２条でありますが、今ほど説明いたしました内容で、令和５年度鬼北町水道事業

会計予算の第３条に定めた収益的収入及び支出の予定を補正するものでございます。 

  ２ページにかけまして、第３条では、資本的収入及び支出の予定額を補正するもの

でございます。 

  第４条では、予算第５条に定めた企業債の限度額について補正するものです。 

  第５条としましては、第７条で定めております予定支出の各項の経費の金額の流用

について、補正予算の計上に伴う金額の変更を行うものでございます。 

  ３ページをお開きください。 

  第６条につきましては、予算第８条に定めた議会の議決を経なければ流用すること

ができない経費のうち、職員給与費について金額の変更を行うものでございます。 

  次に、給与費明細書について説明いたしますので、１４ページをお開きください。 

  １、総括について説明いたします。 

  比較の欄の合計で説明させていただきます。職員数については増減がございません。

給与費について、給料については５万８,０００円の増、手当について２６万６,００

０円の増で、内訳につきましては、下段の職員手当内訳のとおりとなっておりますの

で、お目通しをお願いいたします。法定福利費は７万円の減で、合計２５万４,００

０円の増額でございます。 

  次に、１７ページに、給与及び職員手当の増減額の明細以下につきましては、一般

会計に準じて作成しておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  企業債を最初の当初予算では、５億８６０万で、今回また補正で４,２００万とい

うことでなってますけど、５年度の計画では、第一四半期に２つ工事と、それから第

二四半期に２つ工事ということで計画を立ててありましたが、それを第一四半期にど

ことどこをしたのか。第二四半期にどことどこをしたのかというのをちょっと説明を
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お願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  令和５年度の鬼北町水道事業会計の工事の発注につきましては、まず、令和５年度

鬼北町上水道施設電気計装設備更新工事、これを発注しております。今のところの契

約金額は４億７,２５０万円となっております。 

  次に、令和５年度西野々地区配水管布設替工事、これにつきましては、契約額が３,

３８０万２,０００円となっております。 

  続きまして、近永地区配水管布設替工事、これにつきましては１,１０９万２,６２

０円の契約額となっております。 

  以上でございます。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  後の４,２００万については、補正されているものについては、どこの工事を計画

しとるんでしょう。 

○水道課長（上田 司君） 

  今回の予定発注、来年度に繰り越して発注するわけでございますが、これにつきま

しては、生田地区及び西野々地区の配水管、送水管、導水管の布設替工事を予定して

おります。 

○議長（程内 覺君） 

  了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  了承です。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８９号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第１号）につい

てを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８９号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１０、議案第９０号、愛媛県市町総合事務組合規約の変更についてを議題と

します。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１０、議案第９０号、愛媛県市町総合事務組合規約の変更について、提案理

由の説明をいたします。 

  令和６年３月３１日をもって、愛媛県市町総合事務組合の構成団体である大洲市を、

日本国内で交通事故により災害を受けた構成団体の住民、またはその遺族の生活の共

済に関する共同処理事務構成団体から脱退させるため、組合規約を変更する必要があ

り、議会の議決を求めるものであります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  議案第９０号、愛媛県市町総合事務組合規約の変更について御説明いたします。 

  議案書４３ページをお開きください。 

  一部事務組合の規約の変更は、地方自治法２８６条第１項の規定により、関係地方

公共団体の協議により、これを定め、都道府県知事の許可を受けなければならないこ

ととされています。 

  また、同法第２９０条の規定によりまして、関係地方公共団体の議会の議決を経な

ければならないことから、今回提案をするものであります。 

  改正する点につきましては、先にお配りしております新旧対照表で御説明いたしま
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すのでご覧ください。 

  別表第２の第４項、構成団体中の下線のあります大洲市を削るものであります。 

  議案書４４ページにお戻りください。 

  附則、この規約は、令和４年４月１日から施行する。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９０号、愛媛県市町総合事務組合規約の変更についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９０号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１１、議案第９１号、愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体から

の脱退に伴う財産処分についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１１、議案第９１号、愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体から

の脱退に伴う財産処分について、提案理由の説明をいたします。 

  令和６年３月３１日をもって、愛媛県市町総合事務組合の構成団体である大洲市が、

日本国内で交通事故により災害を受けた構成団体の住民、またはその遺族の生活の共
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済に関する共同処理事務構成団体から脱退することに伴う地方自治法第２８９条の規

定による愛媛県市町総合事務組合の財産処分について、議会の議決を求めるものであ

ります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  議案第９１号、愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う

財産処分について御説明いたします。 

  議案書４５ページをお開きください。 

  交通災害共済事務に係る財産といたしましては、約２億３,０００万円の積立金が

ありますが、この積立金は、大洲市が拠出したものではなく、交通災害共済加入者の

掛金を積み立てたものであることから、一切の財産につきまして、愛媛県市町総合事

務組合に帰属させるものであります。 

  なお、一部事務組合の財産の処分を必要とするときは、地方自治法第２８９条の規

定により、関係地方公共団体の協議により、これを定めることとされておりますが、

同法２９０条の規定により、関係地方公共団体の議会の議決を経なければならないこ

とから今回提案をするものであります。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９１号、愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱

退に伴う財産処分についてを採決します。 
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  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９１号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１２、議案第９２号、町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１２、議案第９２号、町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  土地改良法第９６条の２第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでありま

す。 

  詳細につきましては、農林課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  議案第９２号、町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定について御説明いた

します。 

  議案書４７ページをお開きください。 

  この事業計画は、国の補助を受け、農業用用排水炉及び水門工事を実施するために

提案するものであります。 

  議案書を読み上げて説明いたします。 

  町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画を次のとおり策定する。 

  １、事業名 農業水路等長寿命化・防災減災対策事業（長寿命化対策、水利施設整

備型） 

  ２、施行年度 令和６年度から令和８年度。 

  ３、施工場所 鬼北町大字小倉。 

  ４、事業実施地区 小倉地区。 

  ５、受益面積 ３.４ヘクタール。 

  ６、工事概要 農業用用排水炉更新 Ｌ＝４５０メートル。水門更新Ｎ＝２か所で

あります。 



－131－ 

  次に、事前に配付しておりますＡ３サイズの議案第９２号の説明資料をご覧くださ

い。 

  今回の事業計画策定区間は、１期工事区間であります。本地区の用排水路は、昭和

５２年に実施した県営ほ場整備事業において敷設されてから、約４５年が経過してお

ります。用排水路のコンクリートにひび割れや、骨材の露出、漏水など、施設の老朽

化が著しく、安定的に用水を確保することが困難な状況にあることから、改修を行い、

地区内の農地の効率的な利用と営農の持続、発展を図るために行うものであります。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９２号、町営土地改良事業（小倉地区）の事業計画策定についてを

採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９２号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１３、議案第９３号、工事変更請負契約（映像系光送出設備更新工事）の締

結についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  日程第１３、議案第９３号、工事変更請負契約（映像系光送出設備更新工事）の締

結について、提案理由の説明をいたします。 

  令和５年６月１５日付、請負契約を締結した映像系光送出設備更新工事の設計変更

に伴い、請負金額に差異を生じたので、変更契約を締結するため、鬼北町議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得、または処分に関する条例第２条の規定により議会の

議決を求めるものであります。 

  １、工事名 映像系光送出設備更新工事。 

  ２、契約の金額 変更前１億５,９５０万円、変更後１億６,３５２万１,０００円。 

  ３、契約の相手方 愛媛県宇和島市坂下津甲４０７番地９１。四国通建・兵頭電気

特定建設工事共同企業体。代表者、四国通建株式会社宇和島営業所所長、兵頭範敏で

あります。 

  詳細につきましては、危機管理課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○危機管理課長（芝 達雄君） 

  それでは、今回工事請負契約を締結することについて、議会の議決を求めておりま

す映像系光送出設備更新工事変更請負契約の変更内容について御説明いたします。 

  説明に当たりましては、本日配付の資料に基づいて説明をさせていただきます。 

  変更点は、導入予定機能追加及び仕様変更に伴うものです。 

  本工事は、整備後１０年以上の経年劣化に伴い、センターから各家庭等に映像デー

タを送信するための機器等の更新を行うものであります。 

  しかし、本事業を進めていく中で、当初予定しておりました無停電電源装置では、

停電時に供給する電源が不足し、関係機器等の電源供給に十分な電源を確保すること

ができず、サーバー類等の正常な稼働ができずに、故障を招く事象が他の事業所で発

生したことが確認されたため、その対策として無停電電源装置の追加を行うものです。 

  配付資料の１ページ上段、２ページの上段に記しております機器、３ページにそれ

を図式化したものを掲示しております。 

  また、空調設備について、３馬力エアコンの４台を構成とし、当初設計を行ってお

りましたが、本工事中に施設エアコン４台のうち３台が故障停止し、熱の滞留箇所が

発生し、施設センター機器の正常動作条件温度を上回る事態となりました。 

  故障の原因は、施設の構成上、熱が発生しやすく、通気口がないため、発生した熱

を放出できないことから、エアコンの負荷が多大にかかったためと予想され、その対

策として、その冷却能力を補うため、３馬力エアコンを２台、６馬力エアコンを２台



－133－ 

として、導入予定機器の変更を行うものであります。 

  配付資料の１ページ下段、２ページ下段に機器を記しております、の変更を行うも

のであります。 

  工事請負に係る大きな変更箇所は、機器追加及び変更の２項目でありまして、共通

仮設、諸経費、消費税等を含めて、全体で４０２万１,０００円の増額となっており

ます。 

  以上で、工事請負の変更の内容の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○６番（赤松俊二君） 

  今回のこの設計の変更の件なんですが、ここに詳細１ページに書いとるように、今

回の通気口がないためにエアコンの、まあ言ったら発生が、原因があるわけなんで、

今回この空調設備を変更するとともに、この通気口を設けたことも考えていかないと、

今後ますますエアコンの寿命というか、あれが早まるというか、そういったことも考

えられるので、その辺通気口も併せて、その部屋に何ですかね。工事を、通気口を設

ける、そういう考えはありませんかお伺いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  危機管理課長が答弁をいたします。 

○危機管理課長（芝 達雄君） 

  ただいま質問のありました、通気口の件でありますが、通気口の理由としましては、

それが今回の熱の滞留の主な原因の１つでありまして、なおかつ、また建物の構造上、

もともとサーバー類等を置くような設計に基づいてつくられたものではなくて、既存

の建物を活用したことによりまして、機器と、まあ言うたら、あまり隙間がない状況

になっておりまして、通気口だけでは今回の上昇の原因は解決できません。 

  ただ、今後そういったことも、改造を視野に入れながら検討させていただきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  赤松議員、了承ですか。 
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○６番（赤松俊二君） 

  了承です。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、質疑ありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  今、赤松議員の話なんですけど、同じようなこれ、３馬力のエアコンを購入するん

でしょうか。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  危機管理課長が答弁をいたします。 

○危機管理課長（芝 達雄君） 

  ただいまの質問の件ですが、当初３馬力エアコンを４台としておりましたが、今回

の変更に伴いまして、３馬力エアコンを２台、それから馬力を上げました６馬力エア

コンを２台としております。台数は変更ありません。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  了承です。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、質疑ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９３号、工事変更請負契約（映像系光送出設備更新工事）の締結に

ついてを採決します。 
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  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９３号は原案のとおり可決されました。 

  ここで、しばらく休憩をしたいと思います。 

  再開を１０時１５分とします。 

休憩 午前１０時０３分 

                           

再開 午前１０時１５分 

○議長（程内 覺君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

  日程第１４、議案第９４号、令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第６号）につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１４、議案第９４号、令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第６号）につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、国の補正予算に係る物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業について、追加計上するものであります。 

  また、歳入につきましては、事業実施に伴う国庫支出金等を追加計上するものであ

ります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ４,７７０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０

４億７,３５０万円とするものであります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  それでは、議案第９４号、一般会計補正予算（第６号）について御説明いたします。 

  なお、本日、補足資料Ａ４の１枚ものも配付しておりますので、併せてご覧くださ

い。 

  はじめに歳出予算から説明いたしますので、予算書６ページをご覧ください。 
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  ３款、１項、１目、社会福祉総務費、１０節の消耗品費２万３,０００円から１８

節、物価高騰対応重点支援給付金１,０５０万円は、令和５年度住民税課税者の扶養

親族のみの世帯に、１世帯当たり７万円を支給するもので、１５０世帯分を計上して

おります。 

  ４款、１項、９目、水道費、１８節、水道事業会計補助金１,８４０万円は、水道

事業会計において、物価高騰対策として水道料金の基本料金を２か月間減額とするた

めに、同額を一般会計から補助するものであります。 

  次に、５款、１項、３目、農業振興費、１８節、農業資材等価格高騰対策支援事業

費補助金５４３万３,０００円は、水稲農家に対する物価高騰支援で、６月補正にお

いて、反当たり４,０００円計上しておりましたが、１,０００円増額し、反当たり５,

０００円とするものであります。 

  ５款、１項、４目、畜産業費、１８節、畜産配合飼料価格高騰対策支援事業費補助

金１,３０６万２,０００円は、畜産農家に対する物価高騰支援で、県補助３分の１に

町補助３分の１を上乗せするものであります。同じく１８節、飼料価格高騰対策支援

事業費補助金２０万６,０００円につきましては、畜産農家のうち、県補助の対象と

ならない畜産農家に対する物価高騰支援になります。 

  次に、歳入予算について説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  １４款、２項、１目、総務費国庫補助金、４節、物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金４,１０３万４,０００円は、歳出それぞれの事業に対する交付金であります。 

  １５款、２項、４目、農林水産業費県補助金、３節、畜産配合飼料価格高騰対策支

援事業費県補助金６５３万１,０００円は、畜産配合飼料価格高騰に対する県補助金

で、補助率は２分の１となります。 

  次に、２０款、５項、１目、雑入、２１節、小規模水道給水収益水道料金５０万５,

０００円の減額につきましては、水道事業会計と同じく、小規模水道についても基本

料金を２か月間減額とするため、減収とするものであります。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  ６ページの３款、１項、１目、１８節、先ほど説明があった部分なんですが、給付
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予定の予定日というか、給付はいつ頃できるのかについて質問いたします。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  町民生活課長が答弁いたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  ただいまの御質問ですが、まず、先日の８日に承認いただきました物価高騰対応重

点支援給付金、こちらにつきましては、既に事務作業を進めており、年内に通知を発

送いたしまして、その後、受取りの拒否、また口座の変更などがある場合の申し出を

受け付ける期間を設定するように必要とされておりますので、その期間終了後、最も

早い方で、１月２０日頃に振込みができるよう準備を進めております。 

  本日の追加提案分につきましては、同様の作業を行い、１月中の振込みが開始でき

るように計画をしているところであります。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、了承ですか。 

○４番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

○８番（芝 照雄君） 

  ６ページの５款、１項、３目、農業振興費の中の１８節の物価高騰支援対策事業で、

水稲農家に対して今までも支援をしていただいて、大変農家としても助かっておられ

ると思うんですけど、さらに今回、１反当たり１,０００円上乗せということで、あ

りがたいとは思うんですけど、これ対象者、対象農家のことについて質問をさせてい

ただきたいと思います。 

  対象者としては、どのような方が、多分共済に加入されておられる農家になるんか

なと思うんですけど、それ、共済にかかってない方も大分おられると思うんですけど、

その辺、個人でやられる方の把握はされとるのか、また、その人に対しても補助対象

になっているのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（程内 覺君） 

  答弁を求めます。 
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○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁をいたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  今ほど対象者についての御質問ですが、対象者につきましては、共済にかけている

かいないか関係なくですね。１反以上の水稲の作付者を補助対象の対象者として見込

んでおります。 

  以上です。 

○８番（芝 照雄君） 

  分かりましたけど、そしたら、どのようにして把握をされとるのか、その辺。なか

なかこれ、把握するのは難しいんじゃないかと思うんですけど、どのようにされとる

のかお伺いをしたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  把握の方法ですが、毎年２月頃にこちらから発送しております営農計画書で提出い

ただいて、その後、現地確認をして、きちっと水稲の作付がなされている方を対象に

しております。 

  以上です。 

○８番（芝 照雄君） 

  そしたら、耕作放棄地にされている方は除外をされとるということで間違いないで

しょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁をいたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  そのとおりです。耕作、水稲の作付をされている方が対象です。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

○８番（芝 照雄君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 
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○９番（福原良夫君） 

  ６ページの３款、１項、１目、先ほど中山議員、質問ありましたが、物価高騰のこ

とですが、これ施設に入っとる人、言うたら１世帯になる人もあると思うんですが、

そこへも７万円は支給されるんですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  町民生活課長が答弁をいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  しばらく休憩します。 

休憩 午前１０時２６分 

                           

再開 午前１０時２８分 

○議長（程内 覺君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  先ほどの質問にお答えいたします。 

  施設に入所されている方につきましても、鬼北町に住所がある方については、全て

対象になるということでございます。 

○９番（福原良夫君） 

  分かりますけども、具体的には、どういう関係か、ちょっと二、三、例を挙げて説

明してもらうと。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  善家課長が答弁をいたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  今回の支給対象となる具体的な例ということで、よろしいでしょうか。 

  まず、物価高騰対応重点支援給付金、こちらにつきましては、同一の世帯に属する

方全員が、令和５年度分の住民税が非課税の世帯の方を対象に１世帯当たり７万円を

支給するというものであります。 

  本日、追加提案でさせていただいておりますのは、非課税世帯のうち、課税者の方

から扶養に取られた方、そういった方につきましては、当初は国の方針で、そういっ

た方については支給の対象としないという方向で示されておりましたので、今回の追

加提案分で、そちらの分についても支給の対象とするということで、課税者の方から

扶養に取られている非課税の方についても７万円の支給を行うということでございま
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す。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

○９番（福原良夫君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９４号、令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第６号）についてを

採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９４号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１５、議案第９５号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）に

ついてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１５、議案第９５号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を利用し、水道料金の基

本料金を減額するもので、収益的収入及び支出のうち、収入について給水収益を減額
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補正するとともに、他会計補助金を追加補正し、支出につきましては、総係費を追加

補正いたしております。 

  この結果、収益的収入を８０万円追加し、収益的収入の予定額を４億７７１万２,

０００円とし、収益的支出を８０万円追加し、収益的支出の予定額を３億３,４１９

万１,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、水道課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  それでは、議案第９５号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて説明いたします。 

  補正予算書に基づいて説明いたしますので、５ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出のうち、支出について、１款、１項、２目、総係費について８

０万円を増額し、補正後の額を２,４１１万４,０００円とするものであります。水道

使用料減額に伴う料金システム改修委託料及びそれに伴います備消品費を計上してお

ります。 

  ４ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出のうち、収入について説明いたします。 

  １款、１項、１目、給水収益について、１,７６０万円を減額し、補正後の額を２

億５,３８３万７,０００円とするものであります。これは、物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を活用し、令和５年１２月使用分、令和６年１月使用分の水道使用

料の基本料金を減額するものでございます。 

  １款、２項、１目、他会計補助金につきましては、今ほど説明いたしました物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金１,８４０万円でございます。 

  次に、１ページをお開きください。 

  第２条でありますが、今ほど説明いたしました内容で、令和５年度鬼北町水道事業

会計予算の第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するものでございます。 

  第３条といたしましては、第７条で定めております予定支出の各項の経費の金額の

流用について補正予算の計上に伴い、金額の変更を行うものでございます。 

  第４条といたしましては、第９条で定めております一般会計からの補助金について

補正予算の計上に伴い、金額の変更を行うものであります。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 
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  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  基本料金を幾ら下げるんでしょうか、金額を教えてください。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  ただいまの御質問でございますが、水道のメータにつきましては、１３ミリから７

５ミリまで、それぞれ基本料金の単価が違っております。それに１３ミリから７５ミ

リの水道使用の件数をかけました。一月の額が、８７１万４,８６０円となっており

ます。これの２か月分を減額いたします。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  １３ミリの分では、どれぐらいになるんでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁をいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  １３ミリにつきましては、件数、今現在４,３５３件ございます。基本料金、単価

といたしまして、１,８７０円でございますので、金額といたしましては８１４万１

１０円となっております。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  よろしいですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  了解。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 
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  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第９５号、令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９５号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１６、議会改革特別委員会調査最終報告についてを議題とします。 

  議会改革特別委員会へ調査の付託を行っておりますので、調査報告を求めます。 

○議会改革特別委員会委員長（芝 照雄君） 

  議会改革特別委員会調査最終報告書。 

  本委員会に付託された調査事件については、調査の結果、別紙のとおり決定したの

で、鬼北町議会会議規則第７７条の規定により報告します。 

  鬼北町議会議員の定数及び報酬、並びに議会活性化を調査研究するために、令和４

年第４回鬼北町議会定例会において、議会改革特別委員会を設置し、全国町村議会議

長会が取りまとめた報告書の内容研究や他町村議会の状況を視察等により把握しまし

た。また、町内３,１６０世帯に対しアンケート調査及び町内６地区での議会報告会

を実施し、調査項目に対する御意見を聞くなど、慎重に調査を行ってきました。 

  議員定数については、今回実施した町民アンケートの結果及び町民との意見交換会

では、人口減少に合わせて議員定数を削減すべきという意見が多くあった。 

  しかし、一方で、議員が削減されることにより委員会活動への負担、委員活動及び

議会活動の停滞並びに民意が反映されにくくなるという意見もあった。 

  特別委員会の議員定数の結論は、議会の活性化を図り、町内に住む若手、女性の議

会への参加を推進するために検討を重ねてきたが、人口減少や町民からの声を重く受

け止め、削減の結論となった。 
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  削減数については、２人以上削減する意見もあったが、予算常任委員会及び議会広

報委員会を除いた各常任委員会がそれぞれ議長を加えた６人で円滑に運営できるよう

にするため、議員定数を１１人とすることが最低限度と考え、１名減とした。 

  議員報酬については、昨年までのコロナ禍に加え、物価高騰、給料水準が上がらな

い地域事情の中、議員報酬が上がるということは、町民の理解が得られるかは疑問で

ある。 

  しかし、議会報告会において、全国の財政規模の類似団体と比較しても低く、「若

い候補者が議員に挑戦できるような報酬へ引き上げる必要がある。」「子育て世代に

よる議員のなり手不足の原因の１つとして報酬の低さがある。」などの意見があった。 

  議員報酬は、町民アンケートの結果や議会報告会、県内及び同規模自治体の議員報

酬を参考にするとともに、議会運営全体の活性化や議員のなり手不足への解決を考え、

当委員会としては増額が望ましいとの結論になった。 

  一般議員の報酬額については、社会情勢を見据えつつ、町民との対話や明確な根拠

で説明責任を果たしていく必要があるが、議会・議員活動量などを考慮した原価方式

で算出を行い、活動実績に見合った報酬を確保する必要があると判断し、一般議員を

現行１７万３,０００円から２３万円とし、現行との差額を５万７,０００円増額する。

また、議長・副議長の報酬については、一般議員の増額割合を加算することが妥当で

あると考えた。各常任委員会及び議会運営委員会の委員長報酬については、今後の委

員会活動の活性化に加え、議会運営等もあるが、これまでどおり加算は見送った。 

  議会活性化については、今後、町民との積極的な情報交換及び意見交換に取り組む

ことにより、議会への関心を喚起し、議員のなり手不足を解消する効果が出せるよう、

議会の活性化に取り組むものとする。 

  おわりに、まず、議員定数と報酬についての関連性は、委員会の中でも確認されて

いるが、あくまでも考え方は別としての委員会の共通認識を図り、議員定数に対する

課題を浮き彫りにして、委員会の結論をまず確定させた後に報酬問題に取り組んだ。 

  特に、調査を進める過程で、町民の議会に対する率直な声をお聞きする観点から実

施した町民アンケートの結果や、議会報告会での貴重な意見は、今回の調査上、貴重

な資料となり、改めて町民の付託にこたえる議会議員としての使命、職務を再確認し

たところである。 

  本町を取り巻く環境は、人口減少はもとより、様々な問題が山積しているが、これ

らの課題に対応しながら町民の多様な意見・付託にこたえるよう次期改選後の議員に

おいても、町民福祉の向上並びに町勢発展のため、議員としての使命と職責を果たし



－145－ 

ていくことによって、町民から信頼される議会を目指し、議会改革特別委員会の調査

報告の終了を報告するものとする。 

  議会改革改革特別委員会委員長、芝照雄。 

○議長（程内 覺君） 

  以上で調査報告を終わります。 

  これから委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  本特別委員会については、議員定数については、議員定数の適正化について調査を

研究することが目的であったと思いますが、今ほどの９ページのまとめの報告なんで

すが、議員定数の結論について、人口減少や町民からの声を重く受け止め、削減の結

論となったということなんですが、現在の１２名が適正でないから１名減にされたの

かと、削減の理由、町内に住む若手、女性の議員への参加推進をするための検討も重

ねてきた結果が削減になったのか、その辺について質問いたします。 

○議長（程内 覺君） 

  委員長、答弁できますか。自席で。 

○議会改革特別委員会委員長（芝 照雄君） 

  それでは、中山議員の質問に対して答弁をしたいと思います。 

  まず、１名減になぜなったかという質問やったかと思うんですけど、これ先日の全

員協議会でもいろいろ議論させていただきましたが、やはり町民の意見、これは重く

受け止めて、議会報告会の中でも各地区でも様々な御意見をいただきました。 

  その全体、６地区回った中で、やはり定数に関しては、１,０００人に１人ではい

いんじゃないのかという御意見もいただきまして、１,０００人に１人にすれば２名

減という方向になるんですけど、委員会としては２名減よりかは１名減でいいという

結果が出ましたので、１名減とさせていただきました。 

  それで、１２名が適正かどうかといって、１１名が適正かどうかという問いなんで

すけど、やはり先ほど申しましたとおり、やはり人口減少、これからも人口減少は起

こると思いますので、その辺を見据えて１名減とさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○４番（中山定則君） 
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  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  報告書に異議がある立場で討論を行います。 

  まず、鬼北町議会議員の定数について、議員定数は、次の改選期から１名減の１１

名が妥当であるとの結論について異議があります。 

  私は現状でよいと思います。理由といたしましては、報告書の４ページの下段のほ

うに、議員定数の基準として、全国町村議長会報告書では、委員会における討論でき

る人数とすることが提案されております。 

  討論できる人数としては、１常任委員会につき、少なくとも７人、８人を定数基準

としたいというのが現在の主流であるということと、報告書の６ページに、愛媛県内

９町を比較していますが、上島町１４、久万高原町１３、鬼北町１２ということで、

比較して１２人が多くないと思います。 

  それと、報告書の７ページの下段のほうに、議会報告会の意見交換会の内容が出て

ますが、町の行政に対して監視したり、意見したり、政策を上げたりするのが議員の

仕事だと思っているので、その数を減らすということは、町民の力が行政に対して弱

まってしまうのではないかとの意見があった。 

  私もこの意見に賛成で、住民の多様な意見を反映するのが議会の役割であるわけな

んですから、１２名は多い人数ではないと思いますので、現状でよいと思います。 

  次に、鬼北町議会議員の報酬についての結論について、議員１７万３,０００円を

５万７,０００円増額して、２３万円とするべきとの結論について異議があります。 

  理由といたしましては、この２３万円については、議員の活動内容を踏まえた原価

方式によって出された額でありますが、個々の議員で活動内容は異なるので、額の参

考になっても、議員報酬の増額根拠とすることについて疑問を感じます。 

  報告書１０ページの全国町村議長会のアンケートによれば、議員報酬の増額根拠と

して、類似団体を参考というのが７０.３％になっています。私は、この類似団体を
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参考にし、参考にしますと２１万６,９４６円。それと近隣町の状況を勘案して、額

については検討すべきではないかと思います。 

  以上で本報告書に対する討論といたします。 

○議長（程内 覺君） 

  賛成討論はありませんか。 

  以上でよろしいですか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  この採決は、起立によって行います。 

  議会改革特別委員会の調査を終了し、調査報告書のとおり取り組むことに賛成の方

は起立願います。 

（起 立 多 数） 

○議長（程内 覺君） 

  起立多数です。 

  したがって、議会改革特別委員会の調査を終了し、調査報告書のとおり取り組むこ

とに決定をしました。 

   

  日程第１７、総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件についてから、

日程第２１、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件についてまで、以上５件を

一括議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第１７、総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に

ついてから、日程第２１、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件についてまで、

以上５件を一括議題とすることに決定をしました。 

  お手元に配付した写しのとおり、総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委

員会委員長、予算常任委員会委員長及び議会広報常任委員会委員長から所管事務に関

する事項の継続調査申出書が提出され、議会運営委員会委員長からは、本会議の会期

日程等議会の運営に関する事項、議会の会議規則及び委員会条例等に関する事項、並
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びに議長の諮問に関する事項について、継続調査申出書が提出されております。 

  いずれも鬼北町議会会議規則第７５条の規定により、閉会中もなお引き続き調査が

実施できるよう所要の事務手続を行うものです。 

  お諮りします。 

  総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委員会委員長、予算常任委員会委員

長、議会広報常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの閉会中の継続調査申

出書については、これを申出書のとおり許可することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、総務産業建設常任委員会委員長、厚生文教常任委員会委員長、予算常

任委員会委員長、議会広報常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの閉会中

の継続調査申出書のとおり許可することに決定をしました。 

  以上で本定例会の会議に付された事件は、全て議了しました。 

  ここで町長から閉会の挨拶があります。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  令和５年第４回鬼北町議会定例会に提案いたしておりました案件につきましては、

それぞれ原案のとおり議決いただき、誠にありがとうございました。 

  さて、一昨日、愛媛県教育長を訪問いたしました。内容は、県立北宇和高校馬術部

厩舎が老朽化しており、来る南海地震に耐え得る状況ではないこと。現在の馬術部の

練習カリキュラムにおいて、練習場が手狭になっている現状。これらを克服するため、

非公式に要望しておりましたが、このたび、ごく近年中に前向きに検討する旨、御連

絡があったため、再度の要望と、前向きな御検討に感謝の意をお伝えするため、北宇

和高校同窓会会長、高山康人県議会議長様。北宇和高校馬術部後援会会長の株式会社

高田商店、高田哲也社長様、程内議長様、同校、渡邊校長様、私、担当スタッフで訪

問いたしました。 

  県田所教育長は、現在の北宇和高校と町が連携した高校魅力化事業について、学生

寮、公営塾の取組も含めて高く評価していただきました。 

  ただ、高校の存続維持が危険な状況を脱したわけではなく、地域に愛される高校、

そして地元地域が愛する高校としてしっかりとサポートしていただきたいとも述べら

れました。 

  県としては、今できることとして、馬術部の施設整備支援について推進していく旨、
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御発言をいただいたところであります。 

  地域地元として、高校の存続維持は、県立高校としての問題だけでなく、今や鬼北

町のまちづくりの大きな柱の１つであると申し上げ、北宇和高校の魅力化事業の核と

なり得る第２の学生寮の整備についても、前向きに検討したい旨申し上げてまいりま

した。 

  改めて、同校と町が連携し、全国公募に踏み切った北宇和高校の魅力化事業に御理

解をいただきました町民の方々、議会議員各位に心から御礼申し上げますとともに、

今後とも変わらぬ御支援を賜りますようお願い申し上げる次第でございます。 

  これからコロナが５類になって、初めての年末年始を迎えます。親戚、御友人の帰

省や忘年会、新年会など、久しぶりの再会もあろうかと思います。 

  皆様方におかれましては、コロナやインフルエンザの感染には、十分御留意いただ

き、健やかな年末年始を過ごされますようお祈り申し上げます。 

  議員各位におかれましては、今後とも引き続き御支援と御協力をいただきますよう

お願い申し上げまして、令和５年第４回鬼北町議会定例会の閉会挨拶とさせていただ

きます。 

  ありがとうございました。 

○議長（程内 覺君） 

  これで本日の日程は、全部終了しました。 

  会議を閉じます。 

  令和５年第４回鬼北町議会定例会を閉会します。 

○副議長（末廣 啓君） 

  起立願います。 

  礼。 

 

（午前１１時０３分 閉会） 
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